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形式語「こと」の日本語学習者による
習得について



















































































の後，２５課の会話で「東京へ 行っても，大阪の ことを 忘れないで くだ
さいね。」という文で名詞の「こと」が提出されている。これは「Nのこ
と」という文型であるとも言える。『翻訳・文法解説』を見ると，英語訳
は“thing, matter（＝の こと：thing about～）”，中国語訳は“事情（＝




































上位群 中位群 下位群 合計
韓国語母語話者（K） １０ １０ １０ ３０
中国語母語話者（C） １０ １０ １０ ３０
日本語母語話者（ J） ３０



























Nのこと ６４（１３．２％） ８０（１２．４％） ３８（６．９％）
名詞「こと」内の関係 ９８（２０．２％） １６０（２４．９％） １０４（１８．８％）
名詞「こと」外の関係 １９８（４０．７％） ２４３（３７．８％） ２２４（４０．６％）
文中の「こと」を含む複合辞等 ５（１．０％） ４（０．６％） ６（１．１％）
文末の「こと」を含む複合辞等 １２１（２４．９％） １５６（２４．３％） １８０（３２．６％）
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「ことができる」 ０ ０ ２ ２ ３ ５ ６ １４ ２０
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